
自
殺
総
合
対
策
の
更
な
る
推
進
を
求
め
る
決
議

平
成
二
十
七
年
六
月
二
日

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

自
殺
対
策
基
本
法
が
平
成
十
八
年
に
施
行
さ
れ
、
我
が
国
の
自
殺
対
策
は
大
き
く
前
進
し
た
。
そ
れ
ま
で
「
個
人
の
問
題
」

と
さ
れ
て
き
た
自
殺
が
「
社
会
の
問
題
」
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
二
十
一
年
に
は
、
地
域
に
お
け
る
自

殺
対
策
力
を
強
化
す
る
た
め
、
都
道
府
県
に
地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
が
造
成
さ
れ
た
。
自
殺
対
策
が
地
域
レ
ベ
ル
で
実

施
さ
れ
始
め
た
こ
と
等
に
よ
り
、
自
殺
者
数
は
五
年
連
続
で
減
少
し
、
平
成
二
十
六
年
に
は
約
二
万
五
千
人
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
平
成
十
八
年
か
ら
平
成
二
十
六
年
ま
で
の
九
年
間
だ
け
で
も
、
我
が
国
の
自
殺
者
数
は
約
二
十
七
万
三
千
人
に

上
っ
て
い
る
。
一
日
に
平
均
八
十
三
人
が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
人
口
十
万
人
当
た
り
の
年
間
自
殺
者
数
を

示
す
自
殺
死
亡
率
に
つ
い
て
も
、
我
が
国
は
主
要
先
進
七
カ
国
で
最
も
高
く
、
ま
た
、
児
童
生
徒
を
含
む
若
年
世
代
の
自
殺
死

亡
率
は
高
止
ま
り
の
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
鑑
み
、
我
々
は
、
非
常
事
態
は
い
ま
だ
続
い
て
お
り
、
我
が
国
の
自
殺
問
題
は
決
し
て
楽
観
で
き
な
い

と
の
認
識
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
自
殺
対
策
基
本
法
の
施
行
か
ら
来
年
で
十
年
の
節
目
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
政
府
に
対



し
、
自
殺
問
題
に
関
す
る
総
合
的
な
対
策
の
更
な
る
推
進
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

自
殺
の
背
景
に
は
、
過
労
、
生
活
困
窮
、
育
児
や
介
護
疲
れ
、
い
じ
め
や
孤
立
な
ど
の
様
々
な
社
会
的
要
因
が
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
政
府
の
自
殺
総
合
対
策
大
綱
に
お
い
て
も
、
「
自
殺
は
、
そ
の
多
く
が
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」
で
あ
り
、

「
そ
の
多
く
が
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
社
会
的
な
問
題
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
う
し
た
基
本
認
識
の
下
、
自
殺
総
合
対
策
は
、

国
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
団
体
、
民
間
団
体
、
企
業
、
国
民
等
の
「
関
係
者
の
連
携
に
よ
る
包
括
的
な
生
き
る
支
援
」
で
あ

る
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
全
国
各
地
の
先
駆
的
な
取
組
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
知
見
や
経

験
を
広
く
全
国
の
地
域
に
お
け
る
対
策
に
還
元
し
て
い
く
こ
と
等
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
「
地
域
レ
ベ
ル
の
実
践
的
な
取
組
を

中
心
と
す
る
自
殺
対
策
へ
の
転
換
」
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

我
々
は
、
「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
、
立
法
府
の
責
任
に
お
い
て
、
政
府
に
対

し
、
自
殺
総
合
対
策
の
更
な
る
推
進
を
促
す
と
と
も
に
、
自
殺
対
策
基
本
法
の
改
正
等
の
法
整
備
に
取
り
組
む
決
意
で
あ
る
。

政
府
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
に
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
迅
速
か
つ
確
実
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
殺
対
策
を
「
地
域
レ
ベ
ル
の
実
践
的
な
取
組
」
に
よ
る
「
生
き
る
支
援
」
と
し
て
再
構
築
し
、
自
殺
総
合
対
策
の

更
な
る
推
進
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。



一
、
自
殺
対
策
の
本
質
は
、
生
き
る
支
援
で
あ
り
、
い
の
ち
を
支
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
自
殺
対
策
の
本
質
が
広
く
伝
わ
る

よ
う
、
自
殺
対
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
「
い
の
ち
支
え
る
自
殺
対
策
」
と
い
う
概
念
を
前
面
に
打
ち
出
す
こ
と
。

二
、
「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
、
自
殺
対
策
は
、
社
会
に
お
け
る
「
生
き
る
こ
と

の
阻
害
要
因
（
自
殺
の
リ
ス
ク
要
因
）
」
を
減
ら
し
、
「
生
き
る
こ
と
の
促
進
要
因
（
自
殺
に
対
す
る
保
護
要
因
）
」
を
増

や
す
こ
と
を
通
じ
て
、
社
会
全
体
の
自
殺
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
る
方
向
で
推
進
す
る
こ
と
。

三
、
自
殺
対
策
は
、
自
殺
の
多
く
が
複
数
の
阻
害
要
因
が
連
鎖
し
た
末
に
起
き
て
い
る
実
態
を
踏
ま
え
て
、
個
々
の
施
策
が
細

切
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
連
鎖
の
類
型
に
応
じ
て
常
に
関
連
施
策
を
連
動
さ
せ
な
が
ら
推
進
す
る
こ
と
。

四
、
自
殺
対
策
に
つ
い
て
は
、
関
係
府
省
が
一
体
と
な
っ
て
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
七
年
一
月
の
閣
議
決
定
「
内
閣
官
房
及
び
内
閣
府
の
業
務
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
に
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月

に
自
殺
対
策
業
務
を
内
閣
府
か
ら
厚
生
労
働
省
に
移
管
す
る
こ
と
、
移
管
業
務
に
係
る
機
構
・
定
員
、
併
任
者
等
の
人
員
は

業
務
移
管
先
の
府
省
庁
に
移
す
こ
と
等
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
移
管
後
の
業
務
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、

平
成
二
十
八
年
度
予
算
の
概
算
要
求
前
に
、
内
閣
府
と
厚
生
労
働
省
が
合
同
で
「
自
殺
対
策
業
務
移
管
チ
ー
ム
（
仮
称
）
」

を
設
置
す
る
な
ど
、
円
滑
な
業
務
移
管
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
に
設
置
す
る
部
署
に
つ
い
て



は
、
専
ら
自
殺
対
策
を
推
進
す
る
業
務
を
担
う
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
多
岐
に
わ
た
る
自
殺
対
策
行
政
を
厚
生
労
働
行
政

の
一
部
に
矮
小
化
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
事
務
次
官
又
は
厚
生
労
働
審
議
官
を
責
任
者
と
す
る
省
内
横
断
的

な
組
織
と
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
警
察
庁
、
文
部
科
学
省
等
の
関
係
府
省
と
の
調
整
業
務
を
担
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
課

長
級
を
含
め
て
内
閣
府
か
ら
ポ
ス
ト
を
移
管
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
専
任
の
課
長
級
の
管
理
職
を
配
置
す
る
こ
と
。

五
、
「
地
域
レ
ベ
ル
の
実
践
的
な
取
組
を
中
心
と
す
る
自
殺
対
策
へ
の
転
換
」
を
図
る
た
め
、
現
在
は
国
立
研
究
開
発
法
人
国

立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
て
い
る
自
殺
予
防
総
合
対
策
セ
ン
タ
ー
の
業
務
及
び
体
制
を
抜
本
的
に
見

直
し
、
関
係
者
が
連
携
し
て
自
殺
対
策
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
む
た
め
の
拠
点
と
し
て
、
民
学
官
協
働
型
の
「
自

殺
対
策
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
」
と
し
て
組
織
を
改
編
す
る
こ
と
。
ま
た
、
自
殺
予
防
総
合
対
策
セ
ン
タ
ー
の
支

援
・
指
導
の
下
に
活
動
し
て
い
る
全
国
の
地
域
自
殺
予
防
情
報
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
そ
の
在
り
方
を
抜
本
的
に
見
直

し
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）
の
自
殺
対
策
を
直
接
的
か
つ
継
続
的
に
支
援
す
る
「
地
域
自
殺
対
策
推

進
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
」
と
し
て
体
制
及
び
機
能
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

六
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）
に
、
具
体
的
な
数
値
目
標
や
施
策
の
工
程
表
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
い
の

ち
支
え
る
自
殺
対
策
行
動
計
画
」
の
策
定
を
義
務
付
け
る
こ
と
。



七
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）
が
自
殺
対
策
を
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
安
定
的
か
つ
計
画
的
に
実
行
で
き

る
よ
う
、
平
成
二
十
八
年
度
予
算
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
に
代
え
、
地
域
自
殺
対
策
予
算

の
恒
久
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。
特
に
、
平
成
二
十
八
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
当
た
っ
て
は
、
「
自
殺
対
策
業
務
移
管

チ
ー
ム
（
仮
称
）
」
に
お
い
て
、
事
前
に
都
道
府
県
及
び
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）
か
ら
意
見
を
聴
き
、
そ
の
意
見
を

踏
ま
え
、
内
閣
府
が
必
要
か
つ
十
分
な
予
算
を
要
求
す
る
こ
と
。

八
、
「
い
の
ち
支
え
る
自
殺
対
策
」
を
寄
り
添
い
型
相
談
支
援
事
業
（
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）
及
び
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
の
自
立
相
談
支
援
事
業
と
効
果
的
に
連
動
さ
せ
、
全
国
の
関
係
者
が
真
摯
に
耳
を
傾
け
る
傾
聴
支
援
及
び
相
談
機
関

に
つ
な
げ
る
実
務
支
援
を
一
体
的
に
推
進
し
、
「
い
の
ち
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
」
を
確
保
す
る
こ
と
。

九
、
自
殺
者
の
親
族
等
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
た
め
、
全
て
の
都
道
府
県
に
、
「
自
死
遺
族
等
支
援
地
域
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
」
の
役
割
を
担
う
も
の
と
し
て
、
自
死
遺
族
等
支
援
に
関
す
る
情
報
を
一
元
的
に
集
約
す
る
機
能
を
持
ち
、
当
該
地
域

に
お
い
て
家
族
を
自
殺
で
亡
く
し
た
全
て
の
遺
族
に
対
し
て
支
援
情
報
を
提
供
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。

十
、
自
殺
者
の
約
二
割
か
ら
三
割
に
自
殺
未
遂
歴
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
自
殺
未
遂
段
階
で
医
療
機
関
等
か
ら
適
切
な
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
後
の
再
企
図
を
防
げ
る
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
自
殺
未
遂
者
を
支
援
す
る
専
門
家



を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
二
次
保
健
医
療
圏
ご
と
に
、
自
殺
未
遂
者
・
未
遂
者
親
族
等
支
援
の
拠
点
と
な
る
病
院
を
定
め
、

拠
点
病
院
が
自
殺
未
遂
者
支
援
の
専
門
家
を
当
該
地
域
の
他
の
医
療
機
関
や
相
談
機
関
等
に
派
遣
す
る
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
。
あ
わ
せ
て
、
自
殺
未
遂
者
を
日
常
的
に
見
守
り
続
け
る
親
族
等
が
継
続
的
か
つ
安
定
的
に
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
体
制
を
全
国
に
整
備
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
拠
点
病
院
や
自
殺
未
遂
者
支
援
の
専
門
家
と
の
連
携
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ

う
運
用
す
る
こ
と
。

十
一
、
児
童
生
徒
を
含
む
若
年
者
の
自
殺
対
策
に
つ
い
て
は
、
生
活
上
の
困
難
や
ス
ト
レ
ス
に
直
面
し
て
も
適
切
な
対
処
が
で

き
る
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
教
育
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
全
て
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教
育

（
自
殺
の
０
次
予
防
）
」
を
実
施
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


